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 ４月18日（火）、３学年を対象にし

た全国学力・学習状況調査（国語・数

学・英語の３教科の調査）ではどの教

科においても概ね全国平均を上回る正

答率となりました。各教科ごとの分析

や生徒質問紙の状況から、本校の特徴

として以下の点が挙げられます。 

 

【国語】  “国語の勉強は好きだ” 

と回答した生徒は74％であり、大変

意欲が高い様子がうかがえ、基礎・基

本の定着が図られているとともに、正

答数の少ない層の生徒の割合が全国平

均を大きく下回っています。また、授

業において、読み取った情報を整理す

るため、情報と情報との関係のさまざ

まな表し方を理解し使う言語活動の充

実が図られたことにより、「情報の扱

い方に関する事項」で全国及び全道の

平均正答率を上回ったと考えられま

す。一方、記述式の問題や学習指導要

領の内容の「書くこと」では、正答率

が60％程度となっています。国語科

での学びを礎として、各教科において

自分の考えが伝わるよう、根拠を明確にして書くことができるよう指導していく必要があります。 

【数学】 「数学の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つ」と肯定的な回答をし

た生徒の割合が全国及び全道の割合を大幅に上回るなど、学習の意義をもち、学びに向かう姿が見ら

れます。また、授業において、公式やきまりなどを指導するとき、生徒がその根拠を理解できるよう

に工夫したことにより、「数と式」の領域で全国及び全道の平均正答率を上回ったと考えられます。 

 記述式の問いでは、事象を数学的に解釈し、問題解決の方法を数学的に説明することや表現するこ

とについてやや課題があるといえます。自身の考えをアウトプットする場面を単元で多く設定すると

ともに、振り返りを言語化するなどの活動を充実させ、対策に当たっています。 

【英語】 授業において、前年度までに、英語を聞いたり、読んだりして（一文一文ではなく全体

の）概要や要点を捉える言語活動を行ったことにより「聞くこと」及び「読むこと」の領域で全国及

び全道の平均正答率を大きく上回ったと考えられます。また、英語担当教員とALTとの間で、授業

のねらいや活動の意図、各学級や生徒の実態を共有して授業を行ったとともに、定期考査やパフォー

マンステストの改善等、学習評価の改善に取り組んだことにより、英語の勉強に必要性を感じる生徒

の割合が全国及び全道の割合を上回ったと考えられます。「書くこと」については全国平均を上回っ

ているものの、他の領域と比較し正答率にやや課題が見られることから、目的をもって自分の考えを

書いたり、まとまりのある文章を書く取組を継続して行っています。 



※部活動の大会詳細（会場・時間等）につきましては、学校（83-

2413）にお問い合わせ願います。 

学力テスト（３年模試） 

PTA本部役員会18:30～ 
でんすけ杯争奪卓球大会(当麻) 

カワムラメディカル杯(富良野) 

コーディネータ―会議 

常任委員会 

町長・教育委員学校訪問 

インターンシップ 
加盟団体冬季卓球対抗戦卓球大会(鷹栖町) 

第39回上川南部地区新人バドミントン大会              

ケース会議      （美瑛町） 

第３回参観日 

フットサルプレイヤーズカップ（旭川市：17日に変

更の可能性あり） 

2学期終業式 

職員会議・貯金日・校内点検日

冬季休業～1/16（25日間） 
第29回クロスカントリー名寄大会 
 

北海度中学バスケットボール新人大会北大会（帯広

市～28日） 

選抜卓球大会（札幌市～28日） 
 

第39回全道ノルディックスキー競技大会（下川町） 
 

年末休日 

年末休日 

年末休日 

１日（金） 

 

２日（土） 

３日（日） 

５日（火） 

６日（水） 

 

７日（木） 

９日（土） 
 

11日（月） 

14日（木） 

16日（土） 
 

22日（金） 
 

23日（土） 
 

 

26日（火） 
 

27日（水） 

28日（木）

29日（金） 

30日（土） 

31日（日） 

【学習指導：ICT】 校内研修においてPCなどのICT機器の使

い方を学ぶために必要な研修機会を充実させるとともに、令和

４年度の重点教育目標に位置付け、１人１台端末の活用を組織

的に取り組んだことにより、「PC、タブレットなどのICT機

器をほぼ毎日活用した」と回答した生徒の割合が、全国平均を

大きく上回ったと考えられます。 

【学習指導：対話的な学習】 主体的・対話的で深い学びの充

実に向けた授業改善を推進するため、授業において、生徒自ら

が課題の解決に向けてグループで話し合い、まとめ、発表する

などの活動を充実させたことにより、「学級の生徒との間で話

し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりするこ

とができている。」の項目について肯定的な回答をした生徒の

割合が、全国及び全道の割合を上回ったと考えられます。 

【生徒指導】 生徒に対して、前年度までに、学校生活の中

で、生徒一人一人のよい点や可能性を見付け評価する（褒める

など）取組を行ったことにより「自分にはよいところがある」の項目において肯定的な回答をした生徒 

                        の割合が全国とほぼ同等になり、全道を上回っ 

                        たと考えられます。今後も、学校生活全般にお 

                        いて、生徒が活躍する場があり、学校生活の中 

                        で成就感や達成感を感じながら、自己有用感を   

                        高められるような取組を推進してまいります。 

 生徒の送迎については、道道側の駐車場を利用

していただくよう繰り返しお願いしているところ

です。例年、地域の方から学校前の駐停車に関

わって、非常に危険であるとのご指摘が寄せられ

ます。生徒の安全を守り、交通事故を防ぐために

も、特に冬期間は学校前の道路で駐停車せず、道

道側の駐車場をご利用ください。 

10月17日（火）総合的な学

習の時間で、旭川市内の歯

科衛生・理美容・医療・福祉

等の専門学校を訪問し体験

学習を行いました。キャリ

ア形成を図るための貴重な

時間となりました。 

10月15日（日）吹奏楽部の

定期演奏会が本校において

開催されました。３年生は

この日をもって引退となり

ました。全学年で奏でる最

後の素敵な演奏会でした。 

１１月７日（火）１年Ｂ組の

社会科の研究授業を行いま

した。ヨーロッパ州の国同

士の結び付きを視点に、Ｅ

Ｕ加盟の是非について他者

と協働し考えを深め合う様

子が見られました。  


